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　京都府宮津市は日本海に面し、日本三景のひとつ、天橋立
がある地方都市である。城下町としての歴史も長く、かつて
は交易の要所として栄え好景気を謳歌し、「縞の財布が空にな
る」と歌われた時代もあった。しかし、現在では他の地方都市
と同様、人口が減少する中で高齢化の進行に苦しんでいる。
宮津市全体では2010年度の人口は19,599で、地方自治法に定
められた市制要件である人口5万を大きく下回り、国内では
16番目に人口の少ない市となっている。また高齢化率も32%
で、全国平均を10%も上回っている、高齢過疎の地域である。
　このような状況も一因となり、宮津市を通る北近畿タンゴ
鉄道（KTR）は日本で最も赤字額が大きい第三セクター鉄道と
しても知られている。
　宮津市吉津地区は、須津地区（人口1,426、平成22年度国勢
調査 ）と天橋立のある文殊地区（人口316、平成22年度国勢調
査）からなり、高齢化率が34.3%と高齢化の進行した過疎の集
落である。須津地区にはKTR岩滝口駅があるが、国鉄時代か
ら長らく無人駅で、現在でも1日に停車する列車は上下線合
わせて普通列車35本のみであり、日中には乗り遅れると次の
列車まで2時間以上待たなくてはならない時間帯もある。京
都市中心部から辿り着くには特急を乗り継ぎ片道約2時間半
かかる、そんな地域において、地域の婦人会が始めたコミュ
ニティ活動が、地域を活性化させている例を紹介する［資料1］。

力を合わせたら、
何か出来るんとちがうやろか

　吉津婦人会（小谷久代会長）は2008年10月からKTR岩滝口
駅舎を利用して毎月第2日曜に「ふれあいほっとさろん」を開
催している。筆者が取材に訪れた2012年4月8日は44回目の

「ふれあいほっとさろん」開催日であった［資料2］。
　毎月第2日曜に岩滝口駅の待合室で開催される「ふれあい
ほっとさろん」では、吉津婦人会の実行委員有志により手作
りスイーツと飲み物をはじめ、いずれも手作りのお総菜やお

女性のバイタリティが地域を変える
KTR岩滝口の草の根のコミュニティ活動
「ふれあいほっとさろん」
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▲

資料2　KTR岩滝口駅の「ふれあいほっとさろん」

▲

資料3　手作りスイーツとコーヒー（200円）

▲

資料1　北近畿タンゴ鉄道　岩滝口駅
ほっとさろんの営業時間は、毎月第2日曜日の午前10時から午後3時
（http://www.city.miyazu.kyoto.jp/~kikaku/m/traffic/salon.htm）
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やつ、小物などが販売され、同時に地
元農家によるミニ野菜市なども開かれ
ている［資料3］。月によっては地域にあ
る趣味のサークルが発表会なども行っ
ており、世代を超えた地域住民の交流
の場となっている。
　きっかけは、婦人会の旅行の帰りの
バスの中で誰とはなく発した言葉で
あった。「このまま私たちが高齢者に
なった時、集まるところもないと寂し
いねえ。このメンバーが力を合わせた
ら、何か面白いことが出来るんとちが
うやろか」。その時は皆が「そうだね」と
答えるも誰も深く受け取らなかった。
しかしこの話が、後日婦人会の別の集
まりで再び発せられた時、「それなら自
分たちが出来ることを何かひとつやっ
てみよう」と、当時の吉津婦人会の小室恵美子前会長が中心
になり、プロジェクトが動き出した。2007年の6月のことで
あった。

成功させるには、
あなたの協力が必要だ

　そこからの小室恵美子前会長の行動力には敬服させられ
る。公民館の主事をされた経験もあり、組織運営のコツをよ
くご存じだったことがその行動力の裏付けとなったようだ。
　小室前会長の頭の中にあった「ほっとさろん」のイメージを
実現させるため、婦人会の会員から趣旨に賛同してくれそう
な仲間を「成功させるためには、あなたの協力が必要だ。み
んなで取り組めば絶対出来るから」と一本釣りで口説き、協
力を取り付けた。その後に婦人会の総会で「交流事業をやり
たい」と提案された時には「本当に出来るのか？」と不安がる
人もいたそうだが、その時には既に実行可能な体制が出来上
がっていたそうだ［資料4］。
　それから開催場所の選定が始まる。地域には空き家も多く、
そこを利用する案も出された。しかし、無人駅となり落書き
も多く荒れた岩滝口駅を開催場所とすることで、KTRの利用
促進にも役立つかもしれないとの思いから、岩滝口駅の待合
室を利用することとした。当時の岩滝口駅は建て替えられて
15年が経過し、その間十分なメンテナンスも行われなかった
ことから雨漏りが酷い状況であった。
　吉津婦人会からの「岩滝口駅を活用した賑わいづくりをし
たい」との相談を受けた宮津市役所の担当者は、KTRの担当
者と調整を行っている。KTRの駅舎を利用して継続的に地域
の活動を行った例はそれ以前にはなく、「ふれあいほっとさろ
ん」が最初だった。岩滝口駅を含めKTRの駅は住所地の自治

体の施設となっていて、通常第三者が駅の一部を使用する場
合、所有者である自治体（この場合は宮津市）に対し行政財産
使用料を負担する必要が生じる。しかし今回のケースでは福
祉事業の一環で施設有効活用であると当時の担当者が判断。
当初KTRと締結していた岩滝口駅の全体を使用する契約か
ら、駅内の事務室をKTR使用範囲から外し、そこを婦人会が
使用することとした。その上で婦人会に対しては事務室の使
用料を免除することとした。
　更に「ふれあいほっとさろん」開始に合わせ、宮津市は市の
駅舎修繕予算の3分の1をかけ、岩滝口駅の雨漏り修繕、構内
の化粧直しを行っている。その後も毎月1回定期的に駅舎を
利用していることから落書きなどもなくなり、岩滝口駅周辺
の美化にもつながっている。

みんなで工夫しないと
地域の活性化は出来ない

「ふれあいほっとさろん」自体は婦人会の有志が実行委員会
という形で手弁当で行っているため、必要な備品等の購入も
ままならない状況だった。準備の段階でテーブルを探してい
て宮津市役所に相談したところ、市内の小学校で工作室の机
が廃棄されることが分かった。そこでこの机を引き取り、現
在でもテーブルとして使用している。実行委員会のメンバー
の一人である黒岡さんは「私らが自分達で軽トラで取りに行っ
たんやで。昔の机は頑丈に出来てるから、今でも十分使える
わ。立派にリサイクル出来ているやろ」と笑顔で語っている。
　しかし当初KTRの反応はつれないものだった。「待合室に
テーブルを置いて、子供が乗って落ちてケガしたら誰が責任
を取るのか？」日本中にあふれるこの発想は、決して地域の
意気込みを応援するものではない。そこをどう乗り越えるか。

▲

資料4　吉津婦人会「ふれあいほっとさろん」実行メンバーの皆さん（中央は小谷会長）
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「みんなで一緒に工夫しなければ高齢・過疎で苦しむ地域を活
性化することは出来ない」と肝に銘じる必要があるのではな
いだろうか。「その後『ふれあいほっとさろん』の活動が盛ん
になるにつれ、現在ではKTRも協力してくれていますよ」 と
は小谷会長からのフォローである。
　またKTRも岩滝口駅で開催される「ふれあいほっとさろん」
の成功を受け、実際にその活動を評価。現在では但馬三江、
丹後由良での第2第3の地域興しに協力をしているが、その先
駆けとなったのは紛れもなく吉津婦人会の活動であったこと
は言うまでもない 。

山田知事も KTRの
お座敷列車で訪問

　2007年から京都府が実施している地域力再生プロジェクト
支援事業も追い風となった。2008、2009、2010年と同事業か
ら支援を受け、食品を保管する冷蔵庫の購入などにあてる活
動資金の一部を得ることが出来た。それをきっかけに「京都
府の方には色々お世話になった（小谷会長）」と、京都府との
つながりも出来ることになる。
　当時担当された京都府丹後広域振興局の芦田氏はその時の
ことをこう振り返る。「京都府では地域力再生プロジェクト支
援事業として、多くの地域コミュニティに対し活動の支援を
してきました。吉津婦人会さんの取り組みは京都府としても
課題であるKTRの利用促進にも役立つ企画でしたし、応援さ
せて頂いていたんです。申請書の書き方なんかもコツがあり
ますからね。そこはお手伝いさせてもらいました。その後も
吉津婦人会さんはすごく良い取り組みをしてくれていまして、
丹後でも一番上手くいった例のひとつではないかと思ってい
ます。それもあって、知事表彰に推薦させてもらいました」。

　小谷会長の言葉の通り、その後も吉
津婦人会は京都府との関係を維持して
いる。2011年の7月には山田啓二府知
事が「知事と和ぃ和ぃミーティング」に
KTRのお座敷列車で訪れ、住民と意見
交換している。

　知名度の高さを生かし、
　乳がん検診や交通安全の PRも
「ふれあいほっとさろん」の第1回は
2008年10月であったが、初回の来客数
は80名以上であった。小室前会長によ
ると当初は「コストを計算すると100人
くらいのお客さんに来てもらえないか
なあ」との目算であった。しかし「ほっ
とさろん」が終わった後、メンバーに
当日の感想を聞くと「すごく楽しかっ
た。充実した。またやりたい」との声

があがり、これで「ふれあいほっとさろん」を継続させること
が出来ると確信したそうだ。
　その後も「ふれあいほっとさろん」では毎月1回の開催で平
均90〜100名程度の来客を集めている。その集客力を生かす
べく、吉津地域を担当する保健所の保健婦が乳がん検診キャ
ンペーンに訪れたり、交通安全協会から広報担当の方が来ら
れ、高齢者向けの交通安全パンフレット配布などをされたり
しており、地域の行政組織の間でも知名度は高い［資料5］。
　この日「ふれあいほっとさろん」を訪れた与謝野町の交通安
全協会のボランティアはこう言う。「この地域はご覧の通り、
過疎化が進んどる。バスも走ってはいるけど、本数も系統も
限られとる。買い物や病院など、どっかに行こうと思ったら、
例え年寄りでも車を使わんとどこにも行けへん地域なんや。
でも年寄りは若いもんと違って、反応も鈍くなるし、気を付
けな、事故を起こす。ひとたび事故が起こると本人だけでなく、
家族や相手が不幸になるやろ。そうならんように、普段から
気を付けてもらわんとあかんので、PRに回っているんや。こ
こは近所のお年寄りがたくさん来られるので、2か月に1回ぐ
らい来るようにしとるんや。まちづくりを勉強してはんのな
ら、こんな地域をこの先どうしたらええか、是非考えてもら
いたいね（笑）」。

すごく楽しかった、
充実した、またやりたい

　毎回100名からの参加者を集めていても、小谷会長は現状
に満足していない。「『ほっとさろん』の話をすると、まだまだ
知らない人がいる。そういう人にもっと来てもらえるように
したい。そして、もっと須津を元気にしたい」と小谷会長は
言う。須津地区からだけではなく、KTR沿線にある高齢者福

▲

資料5　「ふれあいほっとさろん」での高齢者に対する交通安全啓発活動
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祉施設の入居者で家族と共に「ふれあいほっとさろん」に来ら
れる方もいるそうだ。
「ふれあいほっとさろん」の活動はKTR沿線における地域活
性化のモデルとなりつつある。宮津市企画総務室の増馬氏は
こう言う。「KTR沿線でも吉津婦人会の取り組みは刺激になっ
ています。KTR沿線で地域興しに取り組んでいる成功例は岩
滝口駅の『ほっとさろん』と但馬三江駅の『駅そば　ぽっぽや』
ですね。他の地域でも吉津婦人会の活動を参考に地域興しに
取り組むところがいくつか出てきました。ぜひ吉津婦人会に
続いて成功させて欲しいですね」。
　吉津婦人会の取り組みの様子はいくつかの新聞で報道され、
2011年1月にはテレビ番組「冬の日本列島　頑張る小さな鉄道
　ふれあいの旅」の中でも取り上げられた。新聞記事やテレ
ビを見て大阪や京都から「ふれあいほっとさろん」を訪れる人
も出てきた。継続している小さな活動が、少しずつではあるが、
反響を得るようになってきている。
　この日は須津にある大正琴のサークルが「ふれあいほっとさろ
ん」で「桜の下で大正琴演奏」と題して発表会を行った［資料6］。
演奏するのは全員地域の愛好者だ。生憎日本海側でも今年は桜
が遅れており、当日はまだ咲いていなかったが、メンバーがお
揃いの衣装を着て懐メロや宮津節などアンコールまで11曲を披
露した。「ほっとさろん」のメンバーも手を止めて演奏を聴き、
中には演奏に合わせて宮津節を踊る人もいて会場は大いに盛り
上がった。

「それぞれが出来ること」を
大切に

　小室前会長に活動を続けていくために気を付けていること
は何かと聞いた。「『ほっとさろん』は自分たちの健康作りのた
めにやっているんです。こうやってみんなで活動することで、
高齢者の引きこもりにならんように。その活動が地域やKTR
のためになったらええなあと思ってやってます」。
　小室前会長は続ける。「9人で始めた『ほっとさろん』も今で
はメンバーが16人に増えて、みんながそれぞれ得意なことを

無理せんとやってます。お菓子を作るのが得意な人はお菓子
を作る。お花が得意な人は飾り付けをする。そうやって、そ
れぞれが出来ることをやっているので、全然大変じゃありま
せんよ。
　この地域はお店も減って買い物ひとつとっても大変なんで
す。『ほっとさろん』では地元の農家さんにも野菜を販売して
もらったり、お総菜を作って販売したりしてるんですけど、
これがお年寄りに好評なんですよ。そやから月に2回やってく
れと言われることもあるんですけど、それはやっぱりメンバー
の負担が大きくなるんで、月1回ぐらいが丁度ええんです。
　私はそんなに大したことは出来ません 。みんなが気持ちよ
く動けるか、見て気を配っているだけです。本当にいいメン
バーに恵まれました。みんながいてくれたおかげで、こんな
楽しい活動を続けられてるんです。会長が小谷さんに代わっ
て、更にみんながまとまるようになりました。リーダーの個
性って大事ですね」。

地域の人が支えあって
暮らしてこその安寧

　順調に見える吉津婦人会の活動であるが、高齢過疎地がど
こも抱える同じ問題が待ち受けている。小室前会長は言う。

「やっぱり後継者は問題やねえ。今私たちが動いている間はい
いけど、この動きを引き継いでくれる若い人がねえ。婦人会
も一番若い人で48歳。大体みんな60歳を過ぎてから婦人会に
入ってくる。老人会（長寿会）は70歳以上やね。そやから早く
若い人らが入ってくるのを待ってるんやけどね。若い人らに
は、私らが動けなくなって『ほっとさろん』を続けられなくなっ
たら、自分たちで何か新しいことを考えてやんなよって言っ
てるんやけどね。同じことを続けんでもええからね」。
「今年のスケジュール、あげるから、また遊びに来てくださ
いね」。小谷会長から帰り際にチラシをもらった。5月と 10月
に歌声サロン、6月は食品衛生展とミニバザー、7月はフラダ
ンス発表会。8月は絵手紙展、12月はクリスマス、1月は小正
月、2月はバレンタイン、3月はお雛様にちなんだイベントを行
う。9月と11月も手作りの100円ショップを開催。「ふれあい
ほっとさろん」は今年も元気いっぱいである。地域の女性が
主体的に動き、地域を元気にしている。その活動は周辺の見
本となり、その輪を広げている。
　この先、第2第3の「ほっとさろん」が各地で地域を元気に
することだろう。都会に比べて例え医療施設が見劣りし、公
共交通も貧弱な高齢過疎地であったとしても、地域にすむ人々
がお互いに支え合って暮らしている、そんな地域は十分に安
寧であると言えるだろう。

▲

資料6　大正琴の発表会


